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今年もよろしくお願い申し上げます

薬物依存症リハビリテーションセンター

NPO法人岐阜ダルク　施設長　遠山香

ゼロから始まった岐阜ダルクの活動が、皆様の心あたたまるご支援のおかげで昨年10周

年を迎えることができました。ありがとうございました。とのような言葉でも感謝の気持ち

を言い尽くせないほどです。

思い起こせば、活動を続けていくために毎日毎日お願いに歩き続けた日々、不安で泣き出

しそうな私にあたたかい励ましの言葉をいただき、ご寄付のご協力をしていただいた方々の

顔が思い出されます。

今は支援していただける方々も増え、薬物問題を抱えた人達の相談が後を絶たず、最近で

は弁護士の方や桔神病院などからの相談も増えており、岐阜ダルクの活動が地域に根付いて

きたことを実感しています。

私が今までしてきたことを引き継ぐことができるスタッフにも恵まれましたので、今年こ

そは運営基盤を確立し、さらに一人でも多くの薬物依存症者が回復できるようにしていきた

いと思います。

新年に全員で書初めをしました。私の今年の目標は「祈り」です。今まで困難な状況や問

題が起こった時に、祈ることで落ち着きを取り戻し、乗り越える勇気と力が与えられました。

以前、先行く仲間が「他人の幸せを祈れるようになった」と言っているのを聞いて感動し

たものです。今年は日常の中でもっと祈りを取り入れていきたいです。そして新しいことに

またチャレンジしていきたいです。

皆さまにとって良い年になりますよう心からお祈りいたします。
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仲間の体験談
ひよこの話

初めて覚せい剤を使ったのは17才の時でした。知り合いが持っていて興

味心でブスッとうでに入れてもらいました。

当時、家族間の事で病んでいて自分の居場所もなく、覚せい剤が違法なのは知っていましたが

そんな事どうでもよくなんとなく使いました。

その時はそうハマらずにやめれたんですが、19才くらいの時に再び覚せい剤と出会い、そこ

からはもう底なし沼。はじめのうちは打ったらテンションは上がるは寝なくても全然平気、お腹

もすかないからやせるI！これは魔法の薬だと思いました。

でも全くそんな事はなく、使い続ければはじめの頃のような効果はなくなり、それどころか頭

の中でずっと誰かの声が聞こえる激しい幻聴におそわれ、いつも監視されているかのように思い

込んだり、自分の心はきっと周りの人に聞こえているんだと思い込んだりわけがわからなくなっ

ていきました。

ついには覚せい剤をどんなに打っても効かなくなり、家族の中で生活していくことが不可能に

なり、苦しくどうにもならなくなり親の勧めでダルクにつながりました。

今は自分と向き合い、自分のため、傷つけてしまった家族のためにも人として新しい生き方を

身につけていきたいです。

ノリの話

僕が初めて薬物と出会ったのは19才の時だった。当時の友達が大麻をや

っていて輿味本位で手を出した。気分はハイになって楽しかった。友達とみ

んなで大麻を吸いトランプをしたりゲームをやったりくだらない話をして

盛り上がっていた。時が経って一人でもやりたいと思うようになり友達に自

分の分を売人から買ってもらい一人で吸うようになっていった。
一人で吸う時は映画を観たり、趣味のDJに没頭したりしていた。ずっとやり続けていたわけで

はなくやったりやめたりを繰り返していた。大麻は違法だからどこかで罪悪感を抱えながらもや

める事はできなかった。25才くらいの時、友達の誘いで行った店で合法ハープに出会った。す

ぐに興味がわいて一人で買いに行った。吸ってみたら大麻と似たような効果が得られ、これはい

いと思った。法律にも触れていないし、大麻から合法ハープにスライドした。罪悪感も消え、合

法ハープをやり続けるようになった。何年もやり続けていく内に世間では合法ハープが原因での

事件や事故が起きるようになっていき合法ハープから名前が脱法ハープに変あった。それでも止

める事なく続けた。時が経つにつれ脱法ハープが原因の事件、事故は増え続ける一方でついに名

前が危険ドラッグに変わった。ニュースや新聞報道を見るたびに罪悪感が出てくるようになった。

ある時、危険ドラッグを吸っていたら親に見つかってしまった。両親と話をし、もう手は出さな

いといったけれどまたすぐに手を出した。今度こそパレずにうまくやろうと思っていたがまた親

に見つかるという事を5，6回繰り返した。もうどうにもならないと思った親が見つけてきたの

がダルクだった。行きたくないと気待ちが強かったが選択肢はなかった。ダルクに来て自分は病

気なのだという事がわかった。ダルクで薬物扱きの生活をしていく中で自分と向き合う時間が多

くなっていった。過去を振り返ると自分は薬物でどうにもならなくなっていたと思う。正気に戻

った今は残りの人生を薬物なしで生きていく事を心に誓っている。
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摂食障害とダルク
（優食類書は儀粛壷・第4回〉

各務原病院　ワーカー　澤木酸性

岐阜ダルクでは、重篤な摂食障害者が見事な回復の道を歩み飴めた。

彼女はクロッカス・ハイ（注・各務原病院内での自助グループ）では、出席を継続していたが、度重なる運動

強迫・バージング（食物を体外へ排出する行動）等の依存行為があった。

そのため、俸給及び四肢の身体拘束やCV（中心静脈路に病カロリーの点滴を行うこと）等、特別な医療を必

要とする状態に陥っていた。

こちらとしても、関わっていく上で、院内でのプログラムに限界を感じていた。

本人については、クロッカス・ハイの出席でミーティングの大切さや仲間の大切さ、自分の疾病の重驚きは理

解しているような発言は認められており・ある患度、病張や意織的卒ものの治療効果が出ているとの判断が出来

たが、実際の行動変容については、「仲間と一緒に行動する」ことが必要だった。

クロッカス・ハイおいて「ミーティングに徹底して出席するj r体重i＝こ乗らない」「好きなものから食べる」

「三食白いっはい食べる」「醇素食である果物や野菜を食べる」「便器に顔を突っ込まない」「手を口に入れない」

「酒を飲まない」「ギャンブルをしない」「きつい服をきない」旧復初期は運動はしても30分まで」など、様々

な提案があった。これを共に実践する仲間が彼女には必要たったのだ。

拘束をされながらも「岐阜ダルクに行く」ときっぱりと言い切った彼女の尊い決心は今も鮮明に覚えている。

岐阜ダルクのプログラムで、彼女は「実は美しいひとだったんだな」と感じることが度々あった（それまでか

なりげっそりとしていた）。

プログラムで内面の輝きが出てくるとはこのことかなOIとも戚じた。

驚いたことに、運動脅迫のあった彼女はきちんと仲間と「運動プログラム」にも参加していた。ご飯もおやつ

もちゃんと食べるようになった。

岐阜ダルクの伝統的なプログラムの素晴らしさは、この地域の実に大きな財産でもある。プログラムは確かに

苦しい一面もある様だが、その恩恵はそれ以上のものである。

末筆になったが、こころから彼女の回復を祈るとともに、岐阜ダルクの活動について、今後とも、地域の理解

と協力が得られるようにと願ってやまない。

（構成・岐阜ダルク後援会　鈴木陣一郎）
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岐阜ダルクとの出会いの中で

岐阜市生涯学習センター

清水　由子

平成，6年の秋に『岐阜ダルク』が設立され、私と『岐阜ダルク』の関わ。も，。定

年が過ぎました。まだ設立準備段階の時に、新聞でダルクが岐阜にもできるという記事を見て、

とても嬉しかった事を覚えています。その日は勤務がなかったので、すぐに新聞にあった連絡先

に電話をし、訪問しました。施設長の遠山さんに施設内を案内していただき、お諸を伺うことが

できました。ダルクに繋がるまでの様々な出来事や、岐阜でダルクを設立することになった経緯

など、初対面の私に気さくに話して下さいました。お互いの子どもの事も話しましたね。私が最

初の訪問者だった事を10周年フォーラムで知りました。

設立当初、一人で資金集めに奔走し施設を空ける事の多かっだ遠山さんから、電話番と留守番

をしていただける方はないかと相談があり、市役所を定年退職された直後に、ボランティア登録

され、積極的にボランティア活動に参加されていたIさんをご紹介しました。Iさんは毎日の様に

ダルクに通い、電話番だけでなく、行政で働いておられた経験を活かし、その時々の困難や問題

に寄り添い、親在の岐阜ダルクの発展に大変貢献されました。そのIさんと一緒に、10周年を迎

えられたことが何よりの喜びです。

フォーラムでは毎回、全国から大勢の仲間が駆けつけ、回復に向けてのメッセージが届けられ

ます。皆さんが偽りや飾ることなくありのままを話される姿に心打たれます。参加するたびに、

仲間っていいな～と思います。それぞれ状況は違っても、薬物依存症と戦い、回復した共通の経

験が強く深い経を結んでいると感じます。

『岐阜ダルク」には、昨年度から、夏休みに開請している“中高生のためのボランティア基礎

講座”で受け入れ団体としてご協力いただいています。中高生が市民活動やボランティア活動を

体験する取り組みです。ミーティングと運動プログラムに参加し、貫重な体験をさせていただい

ています。中高生なりに、薬物依存について理解を深め、大きな学びになっています。

運動プログラムで身体を鍛え、マラソン大会に参加する方もいらっしゃいますが、私も4年ほ

ど前から、あることがきっかけでランニングを始め、フルマラソンの大会にも参加する桟になり

ました。参加して気付いたことがあります。ランナーは一人で走っている、孤独だと思っていま

したが、そうではなかったのです。沿道の大勢の方が温かい声援や励ましの声をかけてください

ます。自分一人の力で完走できるのではなく、ランナーをサポートするボランティアや運営スタ

ッフ、応援してくださる大勢の声に励まされてゴールできるのです。マラソンは、生きる事と似

ていると思います。疲れたら休めばいい、歩いてもいい、歩み続けたその先に、自分なりのゴー

ルがあるのです。もし今、孤独だと感じているとしたら、それは、周りの声援が膳こえていない

だけだと思います。家族や友人や支援者の声援や励ましの声が聴こえる時が必ず来ます。生きて

いて良かったと思える日が必ず来ます。

『岐阜ダルク』との関わりの中で、学ぶ事がたくさんありました。皆さんの回復を願い、心よ

り応接しています。
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「あれから一年」

岐阜ダルク後援会

会長　斎藤幸二

昨年の正月に甲府に帰省しようとしたら中央道

で串が壊れたことをこの棚に奮きました。その
一ケ月後の2月3日にあらためて甲府に向かう

途中で、入院中だった母が息をひきとったとい

う知らせを弟から受けました。母を見舞うため

の帰省はそのまま葬儀のための帰省となりまし
＿＿二，＿＿〇mi一・一一　　　　　　一†きヽ，＿

た。母が籍を置いていた甲府ルーテル教会での告別式では説教をさせていただきました。世話

好きだった母は、近所に越してきたアメリカの女性宣教師の面倒を見たのです。当時母はクリ
スチャンではありませんでしたが、因っている人を見るとおせっかいなほどに世話をする性格

でした。それがきっかけで母は洗礼を受け、小学生だった私も双子の兄と教会学校に出席する

ようになったのです。もともとキリスト教に嫁がなかった家でしたが、私も兄も洗礼を受け、

また父も洗礼を受けたのは今から思うと、世話好きだっ’た母のおかげだったと思います。今

年の正月は父と兄と母が一緒に葬られている教会基地に弟家族と墓参をしてきました。

↑∩。専他厳措 �書・叫翻掌 緋、縁や、、 reh＿ ．『濡蕪・ �し ヽ ■○ ヽタ と も I 
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（今号のダルクまんがケンジ作・画）



ご支援・ご協力をいただき心から鱒礼申し上げます
献金吉名（10月288－1月11日）

同盟福音木曽川キリスト散会の皆様　一宮カトリック教会バザー魯貝全　日本キリスト散会岐阜教会　日本福音ルーラル

岐阜教会　日本同盟基缶飯田多治見中央キリスト散会　樹の会　カトリック日比野教会　系教法大日本キリスト散会大槌

散会　弁護士・浦田益之　清水宗夫　岡崎修道院∴佐藤忠司　河略譜∴編安一事∴稲葉和子　中山久司　社会福祉法人岐

阜アソシア　多治見虞司　仙田正子　朗屈良治　吉田春江　しみずクリニック・清水章子　鍵田るみ子　須田潜∴野々垣

多美子　下棟鞍∴轟備直子　青井初恵　林精美・三枝子　村中和代　（希）宮尾・川合宗次　林真由美　Y・†古蘭圭子

更生保護女性会・吉田加代子　加藤洋子　カトリック岐阜教会　今川キメ子・希美代　野村淳∴池田時造　夢子＆豊和　田

口大輔　ライザ∴長井敬子　永嶋恵美　北谷雅称∴掴居住広　亀田公子　幼さ塾マリア修道会　木下容子　松井康代　山

田慶子　久保田芳則　市岡美佳　河合潔　カトリック布池教会・由井滋　中西鬼婆　的地区更生保護女性全　大出忠雄

塚本忘一　武芸川町仏敏会　宗教法人カトリック塾マリアの無原燥修道会　岐阜山県保葉区保護司会　同封筒英　株式会

社ランスイ代表取締役・抽山由美子　成井き江　虎岩朋加　上田千濡子　斎藤栄治　可児縞音散会　日本キリスト改章派

岐阜加納教会　揖摸キリスト敦会内・高木夫子　千田知栄　脚　勇田代　西野虜∴臥山達雄　医療法人杏野合各藤原

病院　濁木幾佐　岐阜キリスト教会　匿名者多数

献品者名

今Iiiキメ子　機の仝　岡本敏幸　海溝市史生保議女性会の皆錘　かみなり村本鋪・松尾的災　（株）藤田商店　野田由実

大垣キリスト散会∴繕安一幸　木下容子　加藤組子　けんぞう

※お名前の配織につきましては注意を払っておりますが、万が一お名前の旗手・鱒字またI窮迫l瞳漏れなどございましたら、

誠に申し訳ありませんが、ダルクまでご連綿をいただけますようお願い申し上げます。

※発送作業簡略化のため皆様全員に振込用紙を同封させていただいておりますことをご了承下さい。また匿名希舘の方は、

恐れいりますが、その旨を振り込み用紙通l親○にその都度ご記入下さいますようお願い致します。

※岐阜ダルクでは桓月60万円極度の活動賞金を必要としておりますが、その多くを皆餓方からのご寄付によっております。

引き挽きみなさまがたのご理解とお力添えをお願いもうしあげます。

叛議事ダルク　置き筆書回書　00調か5－1en52　膿●ダルク農機会

意盤からのお置い
・バザーや地域のフリーマーケットへの参加を定期的に行うことで施股の珊活動や活動資金を集める活動をしています。

ご家庭で限っている新品のタオルや離用品や哀願などがありましたら献品のご協力をお願い申しあげます。たくさんあ

り、近郷の方でしたら取りに伺わせていただきますのでご連綿下さい。（0馳一萄十692の

○　岐阜ダルク多治見ミニフォーラム開催○
日時：平成27年3月14日（土）13：00－15：30

場所：バロー文化ホール（多治見市文化会館）
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